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大垣警察市民監視違憲訴訟の勝利をめざす 

「もの言う」自由を守る会 ５周年総会報告 
 

「もの言う」自由を守る会５周年

総会は、記念講演に仲松正人弁護士

をお迎えして「戦争する国づくり～ 

監視下におかれる市民 ～」との演

題で、土地規制法の危険性について

しっかり伺う予定でした。しかし前

日夜に仲松弁護士が体調を崩され

たため、急遽、山田秀樹弁護団長に

よる、改めてこの事件をどう考える

べきかについての講演としました。 

講演に先立ち、総会が行われまし

た。岡本浩明弁護士からこの１年間

の裁判の概略の報告があり、小倉文

雄事務局長から活動報告及び活動

方針提案を行いました。横山文夫共

同代表の挨拶では、中部弁護士会連

合会の「昭和の著名事件を語り継

ぐ」シリーズに（横山弁護士も関わ

られた）正木事

件が取り上げ

られたことが

紹介され、正木

事件でも公安

警察の諜報活

動のありよう

が問題にされ

たというこの

事件の共通性に触れられ、さらに闘

い抜く必要を強調されました。  

講演の後、原告から皆さまへのご

支援のお礼と今後の闘いの決意を

述べました。

市民監視を許さない! 

 

2021年７月３１日 

≪次回口頭弁論－結審予定－のご案内≫        

日時：2021年１０月２５日(月) 13:30開廷 
場所：岐阜地方裁判所 301号法廷 

 

 

傍聴整理券の発行締切時刻や

報告集会などについては、判

明次第、ＨＰにアップします。 
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そもそもこの大垣警察市民監視

事件とは、大垣署警備課（以下「公

安警察」という）とシーテック社（以

下「シ社」という）の「情報交換」

とは、一体何だったのだろうか。報

道当初は「公安警察が民間会社に情

報を提供して便宜を図った」と思わ

れていた。しかし、証拠保全手続き

で入手したシ社の「議事録」と付属

資料をみると、公安警察が原告らの

個人情報を提供したのは事実だが、

提供した情報それ自体の量は多く

はない。それによってシ社が特別に

利益を得たわけでもない。 

【「議事録」などから見えるもの】 

 第１審の最終局面となる証人尋

問の準備にあたって、改めて子細に

「議事録」などの資料を検討してい

くと、この「情報交換」とはシ社を

情報収集の協力者としていく過程

であることがみえてきた。 

第１回目は、公安が「事業概要情

報を求めている」とシ社を呼び出し

た。その場で、公安警察からシ社の

知らない情報を示され、シ社は危機

感が煽られるとともに、公安警察の

情報を信頼することとなった。第２

回目以降は、シ社から公安警察に情

報を求めるようになっている。そし

て、シ社の原告らへの敵視の度合い

を増す一方で、公安警察からより一

層多くの情報を得、できれば反対運

動つぶしの助言を得よう、そのため

にも積極的な情報収集をして公安

警察に提供しようという姿勢にな

っていっている。シ社が公安に報告

する内容は次第に増えてい

く。公安警察は、シ社が情報

収集にいそしみ、進んで公

安警察に報告する「協力者」

となるよう仕向けたのだ。

それはシ社従業員の証言に

もよく表れていた。 

欲しがりそうな情報（エ

サ）を少し投げ与えて公安

の協力者とする。それが公

安警察の協力者づくり、情 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

報収集の手口なのである。原告らの

個人情報は、公安警察の情報収集活

動の協力者づくりの釣り餌とされ

たのだ。公安警察が提供した原告ら

の情報には、多くの虚偽が混じり、

大袈裟な形容や脚色が施されてい

た。原告とは別の人格が作られ、一

人歩きさせられている。個人情報の

適正な利用とはほど遠い。 

 【この訴訟の意義】 

秘密裡に行われている公安警察

の情報収集活動等の一端がこの訴

訟を通じて明らかとなった。滅多に

ないことであり、この訴訟は、公安

警察をめぐる訴訟の中でも特別の

地位を占めている。公安警察の情報

収集には法的根拠がなく、その活動

には法的規制がかけられていない。

言わば「やりたい放題」であり、恣

意的に個人情報を収集し利活用し

ているのが現状だ。 

土地規制法などに立ち表れてき

ている「戦争する国づくり」に向け

た市民監視の強化。公安警察がその

中心的役割を果たしていくことは

間違いない。こうした情勢の下で、

大垣警察市民監視違憲訴訟が、公安

警察に何らかの規制を加える一助

となるように、より一層の力を入れ

て訴訟活動に取り組んでいきたい。 

７月３１日の山田弁護団長の講演内容を
事務局の責任でまとめました。ＨＰの５
周年総会報告のページの「今、この事件
をどう捉えるか」も参照して下さい。 



- 4 -  

 

証人尋問を終え、１審は最終局面に入りました。１０月２５日で結審

の予定です。今年度中にも判決があるものと予想されます。行政、とり

わけ警察には忖度してしまいがちな裁判所に勇気ある公正な判断を求め

るハガキを、１枚でも多く裁判官に届ける運動にご協力下さい。 

（上半分を切り取ってご利用下さい） 

★ 団体・グループなど周囲の方々に呼びかけて頂けるなら、必要な枚

数のハガキをお送りします。事務局にご連絡下さい。 

★ 団体･グループなどでハガキを集約して当会に送って下されば、まと

めて当会が責任をもって裁判所に提出します。 

（第１次集約 10月20日、第２次集約 2022年1月31日） 

「公正判決要請ハガキ」ご協力のお願い 

｢もの言う｣自由を守る会  

会員募集中！  

年会費：個人１０００円、団体３０００円 

《会費・カンパ振込先》 ゆうちょ銀行 
記号番号 00800-0-216504 
加入者名 「もの言う」自由を守る会 


